
信長・家康時代の始まり

    国宝・犬山城（別名 白帝城）              を探る！
長篠合戦図 「設楽原歴史資料館」に展示

市川会長 挨拶 8:42

ワクチン接種チェック 車内で許されたのは 車内にはられた注意事項

この1本のみ

長篠設楽原P    休憩

設楽原歴史資料館 到着 ボランティアガイドのお出迎え 10:01

新東名高速道路。 設楽原ボランティアガイドの会の方々

新城ICでおりて目的地へ。 外壁等の改修工事中 0536-22-0673 

コロナ下の研修旅行 人数も控えめにしました！

2022年11月8日

参加者  26名

戦国の流れを変えた古戦場 長篠・設楽原

地元の東郷東小学校の６年生が、卒業記念に美術の中山先生の指導により描いた。

原画は、犬山城白帝文庫の「長篠合戦図屏風」

「一筆啓上･作左の会」 令和４年度 研修旅行



事務局作成の資料 予備知識

まず迎えてくれた岩瀬忠震(像)とは？

岩瀬忠震…生家の旗本 設楽家は、「新城竹広」が知行地。

◆幕末の外交官・開国派（日本の開国の先
  駆者）・日米修好通商条約に署名。
◆銅像の指さす方向は、横浜の開港記念館

像の前での入館前説明が定番

設楽原歴史資料館



火おんどり

◆入館。「長篠・設楽原の戦い」「火縄銃」 ↑ チケットのデザインが違う。

 「火おんどり」「岩瀬忠震」のコーナーがある。  何種類あるんだ？

◆火おんどり … 戦いの直後から、戦死した武田軍の霊を慰めるために、長さ2-3m直径80㎝ほどの松明
  （たいまつ）を燃やして行ってきた信玄塚での供養（鎮魂の祭り）。447年続いている。

◆「長篠合戦図屏風」は、関ヶ原合戦図屏風より、
  一人ひとりがリアルに描かれている。
◆卒業記念で小学生が作ったこの作品は、各自が担

当するセクション
をベニア1枚1枚に
描いて、それを合
わせたものである。
制作に3ヵ月間か
かった。
◆長篠合戦図
には多くの武
将が描かれて

いる。信長・秀吉・家康の三人が同じ場面に描
かれた唯一の作品。「作左」は見当たらない。

主な人物の位置合戦図・気になる場面

羽柴秀吉

織田信長

徳川家康

武田勝頼

成瀬正一

本多忠勝

酒井忠次

山県正景

志村又右衛門

前田利家

榊原康政

石川教正

山県正景
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これは誰？

絵を描いた人で

は、という説も



◆成瀬正一 … 長篠合戦図屏風は写本が多いが、もとの図は ◆志村又右衛門 … 銃撃によっ て討ち
  成瀬家の作ったものである（犬山城白帝文庫所蔵）。   死にした山県正景の首を、家臣の志村
  合戦図屏風は江戸時代初期に描かれたと考えられてる。   又衛門が自陣へ持ち帰るところ。
  徳川本家の重臣だった成瀬家が、尾張徳川家の付家老とし   志村又右衛門は志村けんの先祖。 
  て出された（陪臣になった）ことを不満に思 い、先祖（成瀬

  正一）の武功をアピールしようと描いたと言われている。
◆馬防柵の前で鉄砲を撃っている。三段撃ちではない。

◆家康本陣 … 白羽織の背中に
  朱の星（2人）。この星印は
 「六芒（ろくぼう）星」で陰陽師
  のシンボル。
  彼らは天文学などから気象を
  監視する天気予報士。
  陰陽師たちは、戦闘に適した
  日程を天気を予報していた。
◆五の旗印 … 「五」の文字  
  は、仲間を意味する「伍」 ◆武田信廉（のぶかど） … 母衣（ほろ）＝
  に通ずるとされる。   武士の「七つ道具」の一つ。騎乗時に

徳川家の使い番（エリート伝令将校）が使用したもの。   馬が駆けると長い布が膨らみ背面から
「伍」または「五」の旗指物は使い番専用の指揮権委任状と通   の流れ矢を防御した。
行手形を兼ねた旗。

設楽原に倒れた武人の塚 （一部）    他にも多くの墓がある
ビックリ  ヽ(ﾟДﾟ)

＊

◆ボランティアガイドの合戦図の説
  明が終ると、“こういう説明をして
  頂いているとは感動した”と女性が。
  この合戦図を描いた卒業生。
  もちろん、この方の描いたピース
  がどこかにある。

館内には多くの貴重品が展示される

火縄銃・古式銃の展示は、質・量とも日本一

木
砲



信玄砲        日本最古の火縄銃 武田勝頼 書状       決戦の前日に家臣 長閑齋に

◆戦国時代に作られた火縄銃は、現在数丁しか残されていない。私たちが見る火縄銃はほとんど江戸時代
  に作られたものばかり。信玄砲は、数少ない戦国時代の火縄銃が1丁。この信玄砲には、武田信玄を撃っ
  たという伝説がある。

ここにも合戦図が！ 10:50

作左を探す。    いない。

馬防柵へ

武田軍の方を向いた地蔵が…

馬 防 柵



◆北側に新東名高速道路（高架）が見える。その200m程先が、馬防柵の北端（左端）

◆連合軍が築いた馬防柵の丸太
  は、信長が岐阜から設楽原へ、
  兵士に一本ずつ持ち運ばせたと
  されている。
 （柵木一本と縄一把）

◆戦国時代の設楽原一帯には今のように大きな木々は少なかった。それで馬防柵用の丸太を現地で調達す
  ることができなかった。東側（武田軍側）は、平地が少なく山があるように見える。騎馬隊が突撃できた
  のかと思えるが、近年の植林のせいで山のようになっているが、本来は丘のようなところであるらしい。
  

◆火縄銃の弾は200m
  は飛ぶ。（資料館の
  ところで弾が見つか
  っている）
  殺傷能力は70mくら
  い。



名和式鉄砲構え 11:08

◆再現された馬防柵はきれいな丸太でつくってあ
  るが、一番奥に荒削りの当時の形のものがある。

  木の枝は、あえて落としていない。登るのに邪
  魔になる障害物。
◆柵の前には空堀がある。敵は一度くぼみの中に
◆柵を越えると土塁（堀を掘って出てきた土を盛

った）がある。土塁には火縄銃を固定できるくぼみがあり、くぼみの上に火縄銃を乗せ、敵が近づいて来

たら撃つ。三段構えの防御＝堀➡柵➡土塁。そして、至近距離から火縄銃で攻撃。

歴史資料館の展示から
1545年（天正3）5月 〔旧暦〕
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真

長篠・設楽原の戦いの流れ



◆この奇襲作戦は、決戦の行方を左右する大きな役割を果

  たした。武田軍は動揺し、退路を断たれた恐怖心が、

 設楽原での一斉突撃につながる。



信長本陣 11:44

極楽寺のあった山
                  （車窓から）

信長は、その後戦地本
陣を「茶臼山＝長篠設
楽原PA東」に移動

日本大百科全書(ニッポニカ)

◆信長・家康連合軍は、なぜ勝てたか
 ① 長篠城の守りが固く落ちなかった。
 ② 城から離れた連吾川右岸に馬防柵を作り、大量の鉄砲で武田軍を待ち受けたこと。
 ③ 長篠城の背後を突く、徳川軍（酒井忠次）の鳶ケ巣山砦奇襲作戦が成功したこと。
     ＊設楽原の武田軍は、思わぬ背後からの鉄砲の音で、退路を断たれたと感じた。前に進むしかない。
     ＊5月20日に極楽寺（信長本陣）で行われた軍議で、酒井忠次が鳶ヶ巣山砦の奇襲を進言。
        信長は諸将の前で一蹴したが、軍議後密かに忠次を呼び決行させた。（敵に漏れることを考慮したため）

 ④ 城を脱出した鳥居強右衛門と鈴木金七郎が、「長篠城」と「設楽原」の情報を伝えることができた。

◆武田勝頼軍はなぜ敗れたのか？
 ①大将（勝頼）が相手大将と比べ経験が浅い（若い）。 ②信長・家康と比べ、鉄砲や火薬の入手が困難。
 ③竹田家跡目相続のしこりが残っていた（勝頼 諏訪から）。信玄以来の家臣と勝頼の家臣のズレが生じた。
 ④信玄でさえ攻略できなかった高天神城を落とした自信が裏目に出た。



一筆啓上「火の用心」碑

◆新城消防署は一筆啓上の「火の用心」の部分を、消防の「火の用心」のアピールに使っている。
夜回りでの「火の用心」のかけ声は
作左の一筆啓上が始まり。
「火の用心」の夜回りは、江戸時代初
期から。

本陣跡→八剱神社

新城消防署

作左 “一筆啓上”発信地

家康本陣跡

馬防柵
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消防署

発信地

設楽原歴史資料館
家康本陣地



ボランティアガイドさんは、昼食会場でもお話を。 12:43

武田勝頼本陣

古井戸

◆武田軍は、進むか撤退か意見

  が割れた。勝頼は進むことを

  選び、古参の武田4将は残念

  だった。代表で山県正景がも

◆山林は近年に   う一度勝頼を説得するため、

参考写真   片葉   植樹されたも   走って医王寺まで来て、井戸

  の。昔は草山   で息を整えるために水を一口

  だった。   飲んだ。気持を落ち着かせて

  言上したが駄目だった。

ヨシ（葦）  別名；アシ

◆イネ科ヨシ属。多年草。葉は（通常は）互生し、

  長さ20～50㎝。幅2〜4㎝。

阿
弥
陀
池

13:20
医王寺



山門

本堂

本堂に入りご住職のお話を…

◆武田勝頼本陣は長篠の戦いの
  時に、裏山に陣城と築いたもの
  です。4代住職の時です。
  「鳳来町誌」によれば、長篠包
  囲攻撃だけでなく、家康の救援
  軍を迎撃するための場とも考え
  ていたようです。
◆長篠の戦いでは真田一族が討死
  しています。真田信綱・昌輝兄
  弟の菩提寺の住職が友人なので
  すが、毎年こちらにお参りに来
  ます。 2人で話をするのは、負
  けた方のことばかりです。

樹
齢
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年
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本堂 内陣 達磨大師 位牌堂

右には   大権修利菩薩（だいげんしゅりぼさつ）

◆位牌堂の奥には両軍将兵・
  武田勝頼・馬場美濃守・鳥居
  強右衛門 も供養されている。

馬場美濃守信春；武田四天王の1人。

長篠の戦いで、勝頼を逃がすため

殿（しんがり）を務め戦死。

庫裡 2F

合戦・歴史的資料 民俗資料（生活用品など） 奥三河の鉱物や岩石

◆医王寺の境内を日本最長

  の大断層中央構造線が通

  っていることから、奥三

  河の鉱物や岩石が展示さ

  れている。 14:05

片葉のヨシが残ってた！

医王寺資料館



14:14

◆1508年（永正5）、駿河の今川氏親に帰属していた
  菅沼元成によって築城。桶狭間の戦い後、菅沼貞景の
  時に徳川についた。宗家・田峯菅沼氏が武田信玄に寝
  返ると、武田方に攻められ、貞景の子正貞は宗家の説
  得を容れて武田氏に。信玄が死ぬと家康に攻められ城
  を捨てて武田領へ。（正貞は内通を疑われ小諸に幽閉・獄死）

  家康は、奥平貞能の息子 貞昌（信昌）を城主に。武田
  軍に備え、城は改修・拡張される。
◆長篠の戦いは3つあった。
  ①長篠城の攻防。
  ②設楽原の合戦。
  ③鳶ケ巣山砦(とびがすやまとりで)の奇襲攻撃。

◆後（南側）が堅固な構えの城。本丸は2つの川
  の合流点を背にする。〔宇連川と寒狭川（豊川）〕  すぐ西側を碁石川（すぐ下流で寒狭川に合流する）が流

  れている。➡三方が天然の堀。  北側は平地で守りは弱かったので、しっかりとした堀が掘られている。

  

内堀

対岸・武田軍５つの砦

14:55

長 篠 城



茶臼山 長篠設楽原PAに隣接

こちら側が設楽原の合戦場。今は木があって…

◆織田信長は、5月18日に設楽原に到着すると、極楽寺
  で軍議を開き決戦場の布陣を敷いた。信長の戦地本陣
  は、決戦場の設楽原とは少し離れたの茶臼山。
  最前線の家康の陣（弾正山）からは１㎞程離れている。

  戦況によってはいつでも戦場から離脱できる位置。

15:56

無事到着予定。ありがとうございました。 16:57

17:04

入りきらなかった情報は、

資料・写真集 を
ご覧下さい。
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織田信長戦地本陣跡
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ま
た
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お疲れ様でした。
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